
ジャンケン ポン！

深よみめんこちゃん

いいなぁ

同じのつくりたい Ｙ君が作った積み木の階段を羨ましそうに見ていたＩちゃん。

保育者の「Ｉちゃんも同じのつくろう？」の声掛けに頷き、自分で積み木を運んで階段を作り始めます。すると、その姿を

見ていたＹ君が「この積み木置いたら？」と伝えたり話し合ったりしている姿が見られました。

また、「この形(色)と同じ積み木持っておいで」の保育者の言葉を聞いて同じ色や形の積み木を「これー？」と見せなが

ら探して運んでいる姿も見られました。

お友達と同じのが欲しいという興味が、自分もやってみようという意欲や友達との関わりのきっかけ、色や形の理解への

繋がりを感じました。

その思いを受け止め、大切にしながら、見守ったり時には声を掛け一緒に遊んだりしていきたいと思いました。

こんなふうにそだってほしいなぁ・・・

お友達と一緒がいい！という興味が、「自分もやってみよう」「どうやって作るんだろう」という意欲やイメージする力、

友達と関わるきっかけとなり遊びが広がっていって欲しいな。

三人でルールを決めて、ジャンケンで勝った人が食べ物をもらえるというゲーム。ＭちゃんとＡちゃんがじゃんけんして、

勝った方にＨちゃんが食べ物を渡していました。三人でルールを確認しながら「何個になった！」「私の方が多いから勝

ち」とやり取りをしていました。

身近な玩具を利用し自分達で簡単なルールを決め、じっくり遊べるようになっており、成長を感じ嬉しく思った一コマで

こんなふうにそだってほしいなぁ・・・

ルールのある遊びが様々な友達と関わるきっかけとなり、遊びを通して互いの感じ方、考え方に関心をもち、思いを伝

え、受け入れたり受け入れられたりすることを通して色々な友達との関わりを深めていって欲しいな。

深掘保育園で過ごすめんこちゃん達の一コマにスポットを当て、私たちなりによみとき、深堀りしていきます。


